
さいたま都市計画第一種市街地再開発事業の決定（さいたま市決定） 

都市計画大宮駅西口第 3-A・D地区第一種市街地再開発事業を次のように決定する。

※1：建築面積の割合は、高度利用地区の制限内容のただし書き適用。 
「施行区域及び公共施設の配置は計画図表示のとおり」

理 由：防災性を向上し、都心にふさわしい市街地の形成を図るため、市街地再開発事業の決定を行う。

名称 大宮駅西口第 3-A・D地区第一種市街地再開発事業
面積 約 1.5ha
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3・5・6 

国道 17 号線

13ｍ
[21m] 

約 70m 
［ ］内は全体幅員

既存道路の整備

3・3・100 

大宮岩槻線 

7.5m 
[15ｍ] 

約 140m
［ ］内は全体幅員

既存道路の整備
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区画道路（Ⅰ） 8m 約 110m 既存道路の拡幅

区画道路（Ⅱ）
11ｍ

[16ｍ] 
約 45m 

［ ］内は全体幅員

既存道路の拡幅

区画道路（Ⅲ） 5.5m 約 115m 新設

区画道路（Ⅳ）
6m 

[12m] 
約 15m 

［ ］内は全体幅員

既存道路の整備

その他

公共施設

広場 1,540㎡

下水道 公共下水道として整備

建築物の整備

建築物 敷地面積に対する
主要

用途
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延床面積
（容積対象床面積）

建築面積

の割合

延床面積

の割合
高度利用地区の制限内容

約 6,200
㎡

約 83,000㎡
（約 62,000㎡）

約 6/10
※1

約 65/10
商業業務施設

/住宅施設
/駐車場

容積率の最高限度

65/10以下
容積率の最低限度

20/10以上
建ぺい率の最高限度

6/10以下
建築面積の最低限度

1,500㎡以上
壁面の位置の制限

4.0m
敷地の最低規模

500㎡以上

建築敷地の整

備

建築敷地面積 整備計画

約 9,500㎡
約 950㎡の広場状空地を確保する。
壁面の位置の制限により、敷地内に有効空地を整備し、

歩行者の快適性・安全性を確保する。

住宅建設の目

標
約 250戸



理  由  書 

本理由書は、都市計画法第 17 条第 1項の規定に基づき、さいたま都市計画大宮駅西口第 3-A・D

地区第一種市街地再開発事業の決定についての理由を示したものです。 

Ⅰ．さいたま都市計画区域における位置等 

さいたま都市計画区域に含まれる土地の区域は、さいたま市の行政区域全域です。 

【大宮駅西口第 3-A・D地区】 

本地区は、さいたま市大宮区の中央、ＪＲ大宮駅の西約 0.5ｋｍに位置しており、国道 17号

と大宮岩槻線及び桜木１号線に囲まれた区域です。 

Ⅱ．決定理由 

【大宮駅西口第 3-A・D地区】 

道路等の公共施設とあわせて、良好な商業業務機能や都心居住機能等を備えた施設を一体的に

整備することにより、東日本の玄関口にふさわしい市街地を形成することを目的に、土地の合理

的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図るため、大宮駅西口第 3-A・D 地区第一種市街地再

開発事業を決定するものです。 

Ⅲ．決定内容 

【大宮駅西口第 3-A・D地区】 

本地区については、都市機能の更新と商業業務機能や都心居住機能等の高度な都市機能の集積

を図るため、大宮駅西口第 3-A・D地区第一種市街地再開発事業を決定するものです。 

Ⅳ．関連する都市計画 

本地区の第一種市街地再開発事業の決定とあわせ、以下の都市計画を変更する予定です。 

①用途地域（さいたま市決定） 

②防火地域及び準防火地域（さいたま市決定） 

③高度利用地区（さいたま市決定） 

④都市計画道路（さいたま市決定） 








